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Ｇ
Ⅱ
以
上
の
大
会
で
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る

中
部
地
区
だ
が
、

地
元
記
念
な
ら
十
分
に
勝
負

に
な
る
。
中
心
を
担
う
の
は
、
ホ
ー
ム
バ
ン
ク
の

山
口
拳
矢
。

過
去
５
年
の
優
勝
者
を
見
る
と
、

清
水
裕
友
、
松
浦
悠
士
、
太
田
竜
馬
、
桑
原
大
志
、

郡
司
浩
平
と
中
四
国
勢
や
南
関
勢
が
名
を
連
ね
て

い
る
が
、

今
回
は
地
元
の
ヤ
マ
ケ
ン
が
４
日
間
、

緩
め
ず
に
走
っ
て
堂
々
た
る
主
役
を
務
め
る
。

　

地
元
岐
阜
の
機
動
型
は
、
移
籍
し
て
き
た
吉
田

有
希
を
は
じ
め
、

棚
瀬
義
大
、

岩
井
芯
と
充
実

し
て
い
る
。
ど
の
選
手
も
出
渋
る
タ
イ
プ
で
は
な

く
、
山
口
の
前
を
回
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
自
然
と

仕
掛
け
も
早
く
な
る
は
ず
。
地
元
の
記
念
で
結
果

を
残
す
た
め
に
も
、
シ
ビ
ア
に
勝
ち
に
行
く
走
り

に
徹
し
た
い
。

後
ろ
を
固
め
る
の
は
、

ベ
テ
ラ
ン

の
志
智
俊
夫
に
川
口
聖
二
・
公
太
朗
の
兄
弟
。
中

部
全
体
で
結
束
し
て
、
ヤ
マ
ケ
ン
を
盛
り
立
て
る
。

　

対
す
る
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
は
脇
本
雄
太
。

現
在

は
肘
の
ケ
ガ
と
の
戦
い
が
続
い
て
い
る
が
、

脚
力

そ
の
も
の
に
衰
え
は
な
い
。
番
手
を
回
る
ケ
ー
ス

も
増
え
て
お
り
、
前
を
残
し
な
が
ら
自
分
も
勝
つ

た
め
の
技
術
を
磨
い
て
い
る
。
最
大
の
目
標
は
年

末
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
り
、
そ
こ
へ
向
け
て
徐
々
に

状
態
を
上
げ
て
い
き
た
い
。
近
畿
で
、
仕
事
の
で

き
る
稲
川
翔
と
三
谷
将
太
が
有
力
な
援
軍
と
な

る
。

　

北
日
本
は
新
田
祐
大
に
同
県
の
渡
部
幸
訓
。
新

田
は
賞
金
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
上
位
に
つ
け
て
お
り
、

復
活
を
印
象
づ
け
る
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
そ
う
だ
。

自
力
で
の
戦
い
は
も
ち
ろ
ん
、

ラ
イ
ン
を
生
か
し

た
組
み
立
て
も
注
目
し
た
い
。

　

関
東
は
武
藤
龍
生
が
点
数
上
位
で
、
菊
池
岳
仁

と
の
連
係
が
中
心
に
な
り
そ
う
。

い
つ
も
の
記
念

に
比
べ
る
と
機
動
型
が
少
な
く
、
武
藤
も
立
ち
回

り
は
難
し
く
な
る
。

　

南
関
は
渡
邉
雅
也
、

青
野
将
大
が
主
力
。

番

手
に
は
レ
ー
ス
巧
者
の
松
谷
秀
幸
が
お
り
、
若
い

機
動
型
を
援
護
し
て
い
く
。

展
開
ひ
と
つ
で
南
関

勢
も
優
勝
争
い
に
食
い
込
ん
で
く
る
。

　

中
四
国
は
松
浦
悠
士
、

松
本
貴
治
、

桑
原
大

志
が
中
心
。
松
浦
と
桑
原
と
い
う
実
績
十
分
の
２

人
が
い
る
こ
と
で
ラ
イ
ン
は
引
き
締
ま
る
。

　

九
州
は
山
崎
賢
人
に
山
田
英
明
の
並
び
。
山
崎

の
ス
ピ
ー
ド
に
山
田
の
決
め
脚
が
加
わ
れ
ば
強
力

で
、
順
当
に
勝
ち
上
が
っ
て
く
れ
ば
決
勝
で
も
存

在
感
を
示
し
そ
う
だ
。

　

地
元
の
山
口
を
中
心
に
、

脇
本
を
は
じ
め
と
し

た
各
地
区
の
実
力
者
が
顔
を
そ
ろ
え
る
。

地
元

勢
が
結
束
力
で
対
抗
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
実
績

あ
る
Ｓ
級
ト
ッ
プ
選
手
が
力
で
ね
じ
伏
せ
る
の
か
。

岐
阜
の
４
日
間
は
、
地
元
の
意
地
と
全
国
の
強
豪

に
よ
る
激
し
い
争
い
に
な
り
そ
う
だ
。
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Ｇ
Ⅱ
開
催
な
が
ら
、
優
勝
賞
金
は
３
２

０
０
万
円
。

数
年
前
の
Ｇ
Ⅰ
よ
り
高
額

賞
金
だ
。

こ
の
大
会
は
「
若
手
の
登
竜

門
」
と
し
て
知
ら
れ
、　

 

期
〜　

 

期
生

の
う
ち
、

選
考
期
間
（
２
０
２
６
年
１
月

〜
６
月
）
の
平
均
競
走
得
点
上
位
者　

 

名
が
選
抜
さ
れ
る
特
色
あ
る
大
会
で
も

あ
る
。
初
日
特
選
は
な
く
、
オ
ー
ル
一

次
予
選
。
二
次
予
選
は
、
一
次
予
選
の

成
績
に
よ
り
自
動
的
に
振
り
分
け
ら

れ
、

準
決
か
ら
が
従
来
の
番
組
マ
ン
に

よ
る
編
成
に
な
る
。

　

Ｓ
級
Ｓ
班
か
ら
は
、
王
者
・
古
性
優
作

を
は
じ
め
８
名
が
出
場
予
定
。

一
方
で

眞
杉
匠
は
、
事
故
点
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に

よ
る
９
月
の
あ
っ
せ
ん
停
止
処
分
を
受
け

て
い
る
た
め
不
出
場
と
な
っ
た
。

共
同

通
信
社
推
薦
選
手
は
、

荒
井
崇
博
、

浅
井
康
太
、
小
堺
浩
二
の
３
名
。
荒
井

は
Ｇ
Ⅰ
通
算　

 

度
の
決
勝
進
出
歴
を
持

ち
、
全
日
本
選
抜
競
輪
・
日
本
選
手
権

競
輪
で
も
安
定
し
て
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に

名
を
連
ね
る
な
ど
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
安

定
感
が
推
薦
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

過
去
５
年
の
優
勝
者
は
昨
年
の
南
修

二
、
眞
杉
匠
、
深
谷
知
広
、
郡
司
浩
平
、

山
口
拳
矢
と
な
っ
て
い
る
。
８
月
中
旬
で

の
賞
金
ラ
ン
ク
は
１
位
の
古
性
優
作
、

吉
田
拓
矢
、

犬
伏
湧
也
、

眞
杉
匠
、

深
谷
知
広
、
松
浦
悠
士
、
脇
本
雄
太
、

郡
司
浩
平
、
新
山
響
平
。
９
位
の
新
山

が
約
５
５
０
０
万
円
で
、　

 

位
の
荒
井
崇

博
ま
で
も
か
な
り
僅
差
の
賞
金
争
い
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
面
で
も
注
目
の
高
い

大
会
だ
。　

今
節
も
地
区
の
勢
い
が
大

事
に
な
っ
て
く
る
。　

 

月
の
弥
彦
・
寬

仁
親
王
牌
、　

 

月
の
小
倉
競
輪
祭
に
向

け
て
、

ど
の
地
区
が
勢
い
が
あ
る
か
考

え
て
み
た
い
。

順
当
に
考
え
れ
ば
、

古

性
を
擁
す
る
近
畿
ラ
イ
ン
だ
が
、

犬
伏

湧
也
が
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
に
な
り
、

中
四
国
に
風
が
吹
い
て
き
た
。
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
不
在
で
太
田
海

也
の
存
在
は
痛
い
が
、

そ
こ
ま
で
の
影

響
は
な
い
だ
ろ
う
。

直
線
は
そ
こ
ま
で

短
く
な
く
、　

 
に
近
い
短
走
路
。

犬
伏

の
番
手
を
回
れ
る
機
動
型
の
優
勝
と
予

想
し
た
い
。

松
本
貴
治
、

町
田
太
我
、

清
水
裕
友
、
石
原
颯
、
取
鳥
雄
吾
に
チ
ャ

ン
ス
の
あ
る
大
会
だ
。
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GⅢ
　

京
都
向
日
町
記
念
の
代
替
開
催
と
し
て
、

奈
良
競
輪
場

で
行
わ
れ
る
シ
リ
ー
ズ
。
近
畿
の
選
手
た
ち
が
地
元
意
識

を
持
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
る
。

シ
リ
ー
ズ
リ
ー
ダ
ー
は

Ｓ
級
Ｓ
班
の
古
性
優
作
。
近
畿
勢
の
牙
城
を
守
る
存
在
と

し
て
、

大
き
な
期
待
が
集
ま
る
。

賞
金
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位

を
キ
ー
プ
し
て
お
り
、
年
間
獲
得
賞
金
４
億
円
も
現
実
味

を
帯
び
て
き
た
。

　

市
田
龍
生
都
や
中
釜
章
成
が
同
乗
す
れ
ば
番
手
を
回

り
、
前
を
残
す
競
走
も
見
せ
る
だ
ろ
う
。
市
田
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
を
卒
業
し
、
勝
負
の
年
を
迎
え
て
い
る
。
一
方
、

古
性
自
身
は
ま
だ
こ
の
大
会
で
優
勝
が
な
く
、
そ
れ
も
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
に
つ
な
が
り
そ
う
だ
。
過
去
５
年
の

優
勝
者
は
犬
伏
湧
也
、

脇
本
雄
太
、

北
井
佑
季
、

脇
本

雄
太
、

脇
本
雄
太
。

近
畿
の
牙
城
を
守
る
と
同
時
に
、

自
身
初
の
向
日
町
記
念
制
覇
を
狙
う
。

　

番
手
を
回
る
、

盟
友
と
も
言
う
べ
き
南
修
二
の
援
護
も

心
強
い
。
Ｓ
級
Ｓ
班
と
し
て
は
ま
だ
十
分
な
結
果
を
残
せ
て

い
な
い
も
の
の
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
ぶ
り
は
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
村
上
博
幸
、
山
田
久

徳
、

窓
場
千
加
頼
、

高
久
保
雄
介
も
気
合
十
分
。

向
日

町
記
念
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る

見
込
み
で
、

当
面
は
こ
の
形
で
の
記
念
開
催
が
続
く
こ
と

に
な
り
そ
う
。

　

対
す
る
関
東
勢
で
は
吉
田
拓
矢
が
古
性
に
匹
敵
す
る
脚

力
を
誇
る
。
ヨ
コ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
古
性
に
一
日
の
長
が

あ
る
が
、
純
粋
な
ス
ピ
ー
ド
な
ら
吉
田
が
上
回
る
場
面
も

あ
る
。
安
定
感
が
あ
り
、
大
崩
れ
の
少
な
い
点
も
魅
力
。

栃
茨
ラ
イ
ン
で
徹
底
先
行
の
杉
浦
侑
吾
が
存
在
感
を
示
し

て
お
り
、

吉
田
に
と
っ
て
大
き
な
援
軍
と
な
る
。

他
に
も

宿
口
陽
一
、
諸
橋
愛
、
神
山
拓
弥
ら
実
力
者
が
そ
ろ
う
。

　

北
日
本
勢
は
、
青
森
記
念
に
主
力
メ
ン
バ
ー
が
参
戦
し
て

い
る
た
め
、

今
シ
リ
ー
ズ
は
佐
藤
慎
太
郎
が
ビ
ッ
グ
ネ
ー

ム
と
言
え
る
存
在
。

超
小
回
り
の
奈
良
バ
ン
ク
だ
け
に
、

好
目
標
を
得
ら
れ
な
い
と
苦
戦
を
強
い
ら
れ
そ
う
だ
。

　

南
関
は
根
田
空
史
、
佐
々
木
眞
也
、
道
場
晃
規
が
中
心
。

な
か
で
も
道
場
は
鋭
い
捲
り
を
武
器
に
、
格
上
相
手
で
も

穴
を
出
す
魅
力
が
あ
る
。
展
開
ひ
と
つ
で
は
上
位
進
出
も

十
分
可
能
。

　

中
部
は
大
将
格
の
浅
井
康
太
が
全
体
を
ま
と
め
る
。
た

だ
、
機
動
型
は
山
田
諒
や
村
田
祐
樹
ぐ
ら
い
で
、
タ
テ
脚

を
し
っ
か
り
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

中
四
国
は
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
覇
者
と
な
っ
た
犬
伏
湧
也
を

中
心
に
、

地
区
全
体
の
勢
い
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。

犬
伏
は
自
身
の
事
だ
け
で
な
く
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間

を
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
送
り
込
む
こ
と
も
役
割
の
ひ
と
つ
。
町
田

太
我
も
ヨ
コ
の
動
き
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
犬
伏
の
番
手
を

回
る
展
開
に
な
っ
て
も
不
安
は
な
い
。

　

九
州
は
つ
わ
も
の
ぞ
ろ
い
で
、
山
田
庸
平
が
全
体
を
引
っ

張
る
。

阿
部
将
大
、

伊
藤
旭
、

小
川
勇
介
ら
も
決
勝
進

出
を
目
指
し
て
お
り
、
一
発
の
魅
力
は
あ
る
。

　

Ｓ
級
２
班
で
は
、
新
鋭
の
丸
山
留
依
と
地
元
の
谷
内
健
太

に
注
目
し
た
い
。
上
位
勢
を
相
手
に
、
ど
こ
ま
で
先
行
力

が
通
用
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

大阪 10 0 期
古性優作  
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GⅢ
　

Ｓ
級
Ｓ
班
か
ら
３
名
が
参
戦
す
る
が
、

中

心
は
地
元
の
新
山
響
平
。　

周
年
記
念
以

来
、

優
勝
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
だ
け
に
、

２
度
目
の
地
元
記
念
Ｖ
を
目
指
す
シ
リ
ー
ズ

と
な
る
。
８
月
中
旬
の
段
階
で
賞
金
ラ
ン
キ

ン
グ
は
９
位
、

獲
得
賞
金
は
約
５
５
０
０
万

円
。
グ
ラ
ン
プ
リ
出
場
を
考
え
て
も
、
こ
こ

で
の
優
勝
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
小
堀
敢

太
や
山
崎
歩
夢
が
勝
ち
上
が
れ
ば
、

そ
の

番
手
を
回
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

さ
ら

に
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
で
優
出
し
た
守
澤
太
志

を
は
じ
め
、
Ｓ
班
の
阿
部
拓
真
ら
援
軍
も
豊

富
。

番
組
面
の
恩
恵
も
あ
り
そ
う
で
、

北

日
本
勢
が
大
挙
し
て
決
勝
に
進
出
す
る
可
能

性
も
十
分
に
あ
る
。

　

郡
司
浩
平
は
大
会
連
覇
を
狙
う
。
オ
ー
ル

ス
タ
ー
・
ド
リ
ー
ム
レ
ー
ス
で
の
落
車
失
格

は
残
念
だ
っ
た
が
、

レ
ー
ス
後
は
歩
い
て
帰

り
支
度
を
始
め
て
お
り
、
ケ
ガ
の
影
響
は
な

さ
そ
う
だ
。

番
手
を
回
る
の
は
、

選
手
会

副
支
部
長
の
和
田
健
太
郎
と
同
県
の
和
田

真
久
留
。
南
関
ラ
イ
ン
の
結
束
力
に
も
注
目

し
た
い
。

　

関
東
は
、

今
後
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
木
村
皆
斗
、
鈴
木
玄
人
、
森
田
優

弥
、

恩
田
淳
平
ら
が
参
戦
。

森
田
は
２
班

で
予
選
ス
タ
ー
ト
と
な
る
が
、
最
低
で
も
優

出
は
果
た
し
た
い
と
こ
ろ
。
た
だ
、
他
地
区

と
比
べ
る
と
全
体
的
に
や
や
小
粒
な
印
象
は

否
め
な
い
。

　

近
畿
は
Ｓ
班
の
寺
崎
浩
平
が
中
心
で
、
三

谷
竜
生
、

村
田
雅
一
、

岡
崎
智
哉
が
脇
を

固
め
る
。

寺
崎
は
鎖
骨
骨
折
か
ら
の
復
帰

途
上
だ
が
、
こ
こ
ま
で
に
は
状
態
も
か
な
り

戻
っ
て
く
る
は
ず
。
ど
こ
ま
で
本
来
の
ス
ピ
ー

ド
を
取
り
戻
し
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。

　

中
部
は
志
田
龍
星
が
中
心
で
、
こ
ち
ら
も

相
変
わ
ら
ず
地
区
と
し
て
は
や
や
手
薄
な
印

象
。
志
田
が
ロ
ン
グ
の
仕
掛
け
で
、
ど
こ
ま

で
存
在
感
を
示
せ
る
か
だ
。

　

中
四
国
は
取
鳥
雄
吾
❘
岩
津
裕
介
の
岡
山

コ
ン
ビ
に
、
猪
突
猛
進
の
石
原
颯
と
香
川
雄

介
の
香
川
コ
ン
ビ
。

石
原
は
ロ
ン
グ
ス
パ
ー

ト
を
持
ち
味
と
す
る
積
極
型
で
、

取
鳥
も

平
塚
ダ
ー
ビ
ー
で
初
の
Ｇ
Ⅰ
優
出
を
果
た
す

な
ど
、

近
況
は
充
実
し
て
い
る
。

機
動
型

が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
展
開
を
作
る
意
味
で
も

注
目
の
地
区
だ
。

　

九
州
は
荒
井
崇
博
が
存
在
感
を
放
つ
も
の

の
、

機
動
型
が
手
薄
。

そ
の
た
め
、

状
況

次
第
で
は
「
西
の
ラ
イ
ン
」
と
い
う
括
り
で
、

取
鳥
や
石
原
と
の
連
係
も
考
え
ら
れ
る
。
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青森 10 7 期
新山響平  
青森 10 7 期
新山響平  

 【9月開催】場外発売GⅡ・GⅢのレース展望

福島 91 期
金澤幸司
福島 91 期
金澤幸司

群馬 92 期
矢島一弥 
群馬 92 期
矢島一弥 

神奈川 122 期
畠山ひすい
神奈川 122 期
畠山ひすい

広島 116 期
吉岡詩織 
広島 116 期
吉岡詩織 

地区　　　 選手名　　　 期　 府県 　　 選手名　　　 期　 府県 　　 選手名　　　 期　 府県 　　  選手名　　　 期　 府県 

L1

神奈

沖縄

122

128

畠山　ひすい 

成海　綾香 

神奈130清水　美海 
東京

千葉

大分

110

106

108

板根　茜弥 

石井　貴子 

溝口　香奈 

群馬

千葉

静岡

愛知

奈良

広島

高知

大分

122

104

126

124

128

116

130

102

萩原　瑞生 

田中　まい 

野寺　梓 

高橋　美沙紀 

西田　美菜 

吉岡　詩織 

露谷　菜々花 

野口　諭実可 

関　東

南関東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州

出場予定選手（ガールズ） ※2026年 8月 24日現在のデータです。

地区　　　 選手名　　　期　府県 　　  選手名　　　期　府県 　　 選手名　　　期 府県 　　 選手名　　　 期　府県

A1

福島

群馬

埼玉

静岡

岐阜

113

68

125

113

98

前川　大輔 

須藤　直道 

今井　希 

内山　雅貴 

吉田　茂生 

福島

栃木

埼玉

静岡

岐阜

91

113

113

96

80

金澤　幸司 

小林　稜武 

尾崎　悠生 

落合　達彦 

吉村　和之 

秋田

栃木

埼玉

静岡

愛知

大阪

89

88

98

86

125

79

佐藤　朋也 

阿久津　修 

野中　祐志 

鈴木　良太 

高野　信元 

小林　卓人 

岩手

栃木

群馬

東京

千葉

静岡

愛知

京都

125

84

92

113

89

119

83

111

吉田　優斗 

渡邉　高志 

矢島　一弥 

樋口　開土 

山本　健也 

深瀬　泰我 

加藤　寛治 

中野　雄喜 

北日本

関　東

南関東

中　部

近　畿

地区　　　 選手名　　　期　府県 　　  選手名　　　期　府県 　　 選手名　　　期 府県 　　 選手名　　　 期　府県

A2

群馬

静岡

岐阜

大阪

88

79

127

92

宮内　善光 

望月　紀男 

安達　光伸 

西本　直大 

栃木

神奈

岐阜

大阪

72

97

77

78

篠崎　高志 

井上　嵩 

松尾　淳 

葉狩　伸泰 

福島

茨城

東京

神奈

愛知

三重

京都

兵庫

98

95

78

96

125

111

97

125

山口　茂 

北野　良栄 

飯島　淳 

伊藤　彰規 

水谷　亮太 

下岡　将也 

佐野　洋継 

油谷　蒼 

宮城

茨城

埼玉

千葉

静岡

愛知

三重

京都

兵庫

93

94

92

99

127

91

91

65

94

井上　公利 

岩崎　大和 

大畑　裕貴 

河上　陽一 

岩辺　陸 

富安　保充 

倉野　隆太郎 

武田　哲二 

泉谷　直哉 

北日本

関　東

南関東

中　部

近　畿

出場予定選手（Ａ級） ※2026年 8月 24日現在のデータです。

Ａ級はスピード豊かな内山雅貴Ａ級はスピード豊かな内山雅貴
ガールズは実力者の石井貴子が中心！ガールズは実力者の石井貴子が中心！

　

シ
リ
ー
ズ
リ
ー
ダ
ー
は
、

前
期
Ｓ
級
の
内
山
雅
貴
。

前
期
の
Ｓ
級
で
も
自
力
で

７
勝
を
挙
げ
て
い
る
。

７
月
に
降
級
す
る
と
、

函
館
、

岐
阜
で
２
場
所
連
続
の

完
全
優
勝
。
Ｓ
級
特
進
を
目
指
し
た
立
川
で
は
、

最
後
の
最
後
に
準
優
勝
に
終

わ
り
、

惜
し
く
も
特
進
を
逃
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
豊
か
な
機
動
型
で
、

ド
ー
ム
の

軽
い
バ
ン
ク
も
得
意
。

番
手
は
南
関
で
得
点
上
位
の
山
本
健
也
が
回
る
可
能
性

が
高
い
。

　

前
期
Ｓ
級
の
金
澤
幸
司
も
鋭
い
差
し
脚
を
持
っ
て
い
る
。

北
日
本
に
力
の
あ
る

機
動
型
が
不
在
な
だ
け
に
、

初
日
特
選
で
は
内
山
の
番
手
を
回
れ
る
可
能
性
も

あ
り
そ
う
だ
。
北
日
本
で
は
、
タ
テ
型
の
前
川
大
輔
に
も
注
目
し
た
い
。

　

関
東
は
小
林
稜
武
が
自
力
型
の
中
心
。

降
級
直
後
の
弥
彦
で
い
き
な
り
優
勝

を
飾
っ
て
い
る
。

地
元
の
須
藤
直
道
と
矢
島
一
弥
は
予
選
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、

野
中
祐
志
が
番
手
を
回
る
。
新
鋭
の
今
井
希
も
上
昇
気
配
で
、
順
当
に
勝
ち
上

が
っ
て
き
そ
う
だ
。

　

遠
征
勢
で
は
、

中
野
雄
喜
と
吉
田
茂
生
の
中
部
近
畿
勢
に
注
目
。

両
者
と
も

安
定
感
が
あ
り
、

準
決
で
は
本
命
視
さ
れ
る
。

中
野
は
長
い
距
離
を
踏
め
る
の

が
持
ち
味
で
、

吉
田
は
脚
質
を
変
え
な
が
ら
、

レ
ー
ス
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
身
に
付

け
つ
つ
あ
る
。

　

２
班
の
若
手
で
は
、

安
達
光
伸
が
台
風
の
目
に
な
り
そ
う
。

勢
い
も
あ
り
、

優
勝
戦
線
に
絡
ん
で
く
る
可
能
性
は
十
分
だ
。

　

ガ
ー
ル
ズ
ケ
イ
リ
ン
は
、

実
力
者
の
石
井
貴
子
が
中
心
。

ビ
ッ
グ
レ
ー
ス
で
の

優
勝
実
績
も
あ
り
、

ク
レ
バ
ー
な
レ
ー
ス
運
び
は
健
在
だ
。

自
然
と
先
行
選
手

の
番
手
を
確
保
す
る
か
、

シ
ョ
ー
ト
捲
り
で
完
全
優
勝
を
目
指
す
。

畠
山
ひ
す

い
も
Ｇ
Ⅰ
出
場
の
常
連
に
な
り
つ
つ
あ
り
、

格
上
相
手
に
も
真
っ
向
勝
負
を
挑
む

ス
タ
イ
ル
は
魅
力
。

７
月
下
旬
の
岐
阜
、

８
月
上
旬
の
武
雄
で
連
続
完
全
優
勝

を
飾
っ
た
吉
岡
詩
織
も
好
調
で
、

自
力
を
中
心
に
流
れ
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に

攻
め
る
。

他
に
競
走
得
点
が　

 

点
以
上
の
選
手
は
、

田
中
ま
い
、

板
根
茜
弥
、

高
橋
美
沙
紀
、
露
谷
菜
々
花
、
清
水
美
海
。
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①マッチーの突撃、開催レポート①マッチーの突撃、開催レポート
毒と愛のある記事をモットーにしている、闘うフリー記者のマッチーが、毒と愛のある記事をモットーにしている、闘うフリー記者のマッチーが、
ドーム本場開催から、地元選手を熱くレポート。ドーム本場開催から、地元選手を熱くレポート。

②闘う記者マッチーのどこまでも群馬支部②闘う記者マッチーのどこまでも群馬支部
群馬の選手が走るレースを、全国どこまでも追っ掛けて詳しくレポート群馬の選手が走るレースを、全国どこまでも追っ掛けて詳しくレポート
するコーナーするコーナー。。

①マッチーの突撃、開催レポート
毒と愛のある記事をモットーにしている、闘うフリー記者のマッチーが、
ドーム本場開催から、地元選手を熱くレポート。

②闘う記者マッチーのどこまでも群馬支部
群馬の選手が走るレースを、全国どこまでも追っ掛けて詳しくレポート
するコーナー。


